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熱
戦
！ 

舟
漕
ぎ
競
争

　

8
月
26
日
、
第
27
回
ひ
ら
と
み
祭
り
が
大
和
村
連
合
青
年
団
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
舟
漕
ぎ
競
争
で
は
、
他
市

の
祭
り
と
同
日
開
催
と
な
り
、
出
場
チ
ー
ム
が
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
村
内
外
か
ら
58
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
白
熱
し

た
レ
ー
ス
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

メ
ラ
ブ
の
部
は
、
あ
り
さ
ミ
ラ
ク
ル
が
優
勝
。
チ
ー
ム
名
は
違
え
ど
昨

年
の
優
勝
チ
ー
ム
で
す
。
エ
ン
ガ
の
部
は
、
決
勝
戦
で
地
元
国
直
と
大
接

戦
の
末
、 

仲
勝
が
勝
利
。
奄
美
ま
つ
り
で
2
連
覇
を
果
た
し
た
国
直
集
落

の
チ
ー
ム
は
、
悔
し
涙
を
の
み
ま
し
た
が
、
準
優
勝
と
い
う
す
ば
ら
し
い

結
果
で
し
た
。
詳
し
い
レ
ー
ス
結
果
は
左
の
と
お
り
で
す
。

メ
ラ
ブ
の
部

　

優
勝　

あ
り
さ
ミ
ラ
ク
ル

　
　
　
　
（
2
分
08
秒
36
）

　

2
位　

新
波
会 

す
ま
い
る

　
　
　
　
（
2
分
08
秒
40
）

　

3
位　

徳
洲
会
病
院
素
虎
行
く

　
　
　
　
（
2
分
12
秒
32
）

　

４
位　

一
心
同
体
笑
女
隊

　
　
　
　
（
2
分
17
秒
11
）

エ
ン
ガ
の
部

　

優
勝　

仲
勝

　
　
　
　
（
1
分
54
秒
35
）

　

2
位　

国
直
あ
っ
ち
ぇ
れ
壮
年
団

　
　
　
　
（
1
分
55
秒
03
）

　

3
位　

小
湊
舟
勝
負
隊

　
　
　
　
（
１
分
55
秒
67
）

　

４
位　

潮
ど
き
丸

　
　
　
　
（
2
分
04
秒
28
）

集
落
対
抗　

メ
ラ
ブ
の
部

　

優
勝　

大
棚
婦
人
会

　
　
　
　
（
2
分
19
秒
58
）

　

2
位　

思
勝
婦
人
会

　
　
　
　
（
2
分
30
秒
88
）

　

３
位　

滝
の
川
メ
ラ
ベ
ー
ゼ

　
　
　
　
（
2
分
32
秒
55
）

　

４
位　

津
名
久
親
子
会

　
　
　
　
（
2
分
44
秒
18
）

集
落
対
抗　

エ
ン
ガ
の
部

　

優
勝　

国
直
あ
っ
ち
ぇ
れ
壮
年
団

　
　
　
　
（
1
分
53
秒
34
）

　

2
位　

大
和
浜
壮
年
団

　
　
　
　
（
2
分
07
秒
22
）

　

3
位　

大
棚
青
壮
年
団

　
　
　
　
（
2
分
11
秒
50
）

　

4
位　

思
勝
青
壮
年
団

　
　
　
　
（
2
分
28
秒
47
）

特集

ありさミラクル 新波会 すまいる 徳洲会病院素虎行く 一心同体笑女隊

仲勝 国直あっちぇれ壮年団 小湊舟勝負隊 潮どき丸

大和浜壮年団国直あっちぇれ壮年団 大棚婦人会 思勝婦人会
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大盛況！ 多彩なステージ
　ステージの部は、元気あふれる保育所生がお神輿
を担ぎながら入場し「ひらとみ祭りステージ始まる
よ！」とのかけ声で開幕。フラダンスやベリーダンス
の披露、ちびっこ大盛り上がりの仮面ライダービル
ドのヒーローショー、抽選会などが開催され、大い
に賑わいました。ステージの部のトリは、大河ドラ
マ「西郷どん」の主題歌を歌う里アンナさんのステ
ージ。シマ唄のほか、オープニング曲をアカペラで
歌っていただきました。里さんの伸びやかでもあり
迫力のある歌声に、会場は歓声に包まれました。雨
が断続的に降る生憎の天気でしたが、多くの方々に
ご来場いただき、ありがとうございました。

お礼
　　８月 26 日に開催いたしました「第 27 回ひらとみ祭り」は村内外より多くの方々
にお越しいただき、盛大かつ華やかに終了することができました。これも村民の皆
様方をはじめ、関係各位の深いご理解とご協力、ご支援あってのことと大和村連合
青年団一同、感謝いたしております。　
　私たち青年団は、諸先輩方から受け継いだひらとみ祭りへの「誇り」と「責任」
を胸に刻み、ひらとみ祭りの運営という活動を通じて得た力を地域の皆様にお返し
したいと考えています。少ない人数ではありますが大和村連合青年団一同、感謝の
気持ちを忘れずに青年団活動に取り組み、ひいては大和村の活気ある村作りの一端
を担っていく所存です。
　本当にありがとうございました !!

特集

サトウキビ産業の繁栄を祈願
祭りに先立ち、サトウキビ栽培の祖である直

すなお

 
川
か わ ち

智翁を祭る開
ひらとみ

饒神社にて、サトウキビの豊作、
産業繁栄を願う祈願祭が行なわれました。

ひらとみ祭り実行委員会委員長
（大和村連合青年団）

　　　　　　　　　　納　孝行
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シマの 題話シマの 題話

本物さながら議会体験
第６回大和村子ども議会　開催

思勝　キトバレ踊り
名物「花走り」も披露

　

思
勝
集
落
で
9
月
15
日
、
第
38
回
キ
ト
バ
レ
踊
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ト
ネ
ヤ
で
神
事
を
行
っ
た
後
、
集
落
内
の
4
会
場
で
厄

払
い
の
八
月
踊
り
を
踊
り
ま
す
。
マ
イ
ク
を
持
っ
た
青
年
団
員
が

威
勢
の
よ
い
か
け
声
で
、
場
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
踊
り
の

合
間
に
披
露
さ
れ
る
お
花
（
寄
付
）
も
ま
た
見
も
の
で
す
。
大
音

量
の
マ
イ
ク
を
通
し
て
「
金
百
万
両
い
た
だ
き
ま
し
た
！
」
と
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
に
続
き
花
走
り
が
始
ま
り
ま
す
。
花
走
り
と
は
、
指

名
さ
れ
た
2
名
が
、
旗
を
も
っ
て
チ
ジ
ン
が
鳴
り
止
む
ま
で
走
る

と
い
う
も
の
で
、
会
場
は
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

キ
ト
バ
レ
踊
り
は
、
今
や
思
勝
集
落
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着

し
て
い
ま
す
が
、
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
行
事
を
青
年
団
が
伝
統

文
化
の
復
興
と
団
の
活
動
資
金
確
保
を
目
的
と
し
て
昭
和
55
年
に

復
活
さ
せ
た
も
の
。
今
で
は
思
勝
集
落
は
若
い
世
代
で
も
八
月
唄

を
覚
え
て
い
る
人
が
多
く
、
踊
り
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
す
が
、

こ
れ
は
当
時
の
青
年
団
の
伝
統
文
化
継
承
へ
の
熱
意
が
、
脈
々
と

団
員
た
ち
へ
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

　

第
６
回
大
和
村
子
ど
も
議
会
が
8
月
10

日
に
開
催
さ
れ
、
村
内
の
小
学
5
、
6
年

生
10
名
が
議
員
を
務
め
、
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

質
問
で
は
、
移
動
販
売
に
つ
い
て
な
ど

生
活
に
関
す
る
質
問
、
観
光
客
や
移
住
者

の
増
加
に
関
す
る
質
問
の
ほ
か
、
校
舎
の

安
全
面
や
ク
ー
ラ
ー
の
整
備
な
ど
学
校
生

活
に
関
す
る
質
問
が
多
く
、
児
童
た
ち
の

切
実
な
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
議
長
を
務
め
た
元
山
蓮
さ
ん
（
大
棚

小
6
年
）
は
、「
去
年
の
子
ど
も
議
会
を
見

て
い
た
の
で
、
ど
ん
な
感
じ
か
分
か
っ
て

い
た
が
、
実
際
に
議
長
席
に
座
っ
て
み
る

と
、
と
て
も
緊
張
し
た
。
無
事
に
や
り
き

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

再質問をする児童たち。意外な再質問に村当局もたじ
たじでした。

恒例の産業振興課長による紙芝居形式の答弁

集落の安全と繁栄を祈る

ヨイヤーヨイヤー！十五夜豊年祭開催 

　

9
月
23
日
（
日
）、
村
内
の
11
集
落
の
う
ち
、
津
名
久
、
大
和
浜
、
大
棚
、

大
金
久
、
戸
円
の
5
集
落
で
十
五
夜
豊
年
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
今
里

集
落
は
8
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
）。

　

豊
年
祭
の
朝
は
早
く
、
津
名
久
集
落
で
は
午
前
6
時
に
婦
人
会
の
メ
ン

バ
ー
が
集
合
し
、
前
日
に
下
ご
し
ら
え
を
し
て
い
た
料
理
の
仕
上
げ
に
か

か
り
ま
し
た
。
男
性
達
も
会
場
の
設
営
や
土
俵
を
整
え
た
り
と
忙
し
く
準

備
を
し
て
い
ま
し
た
。
午
後
に
な
る
と
、「
ヨ
イ
ヤ
ー
、
ヨ
イ
ヤ
ー
」
と

か
け
声
を
あ
げ
な
が
ら
振
り
出
し
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
豊
年
祭
の
始
ま

り
で
す
。
他
集
落
の
力
士
と
の
応
援
相
撲
の
対
戦
や
、
老
人
会
や
婦
人
会

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
余
興
、
島
唄
、
子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
な
ど
、
幅
広

い
年
齢
層
に
よ
る
余
興
も
披
露
さ
れ
、
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

トネヤが第一会場

花走り

集落総出で準備

トネヤでの儀式

防災会館もおめかし
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シマの 題話

群島初　郵便局と連携し「みまもり」を提供

双子の赤ちゃんにお祝い金
　

大
和
村
に
は
定
住
促
進
事
業
の
一
環
と
し

て
平
成
16
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
出
産
祝
い

金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

ご
家
族
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

8
月
27
日
、
初
め
て
の
双
子
の
赤
ち
ゃ
ん

に
祝
い
金
を
交
付
い
た
し
ま
し
た
。
対
象
は

思
勝
集
落
在
住
の
市
田
晋
太
朗
さ
ん
・
仲
子

さ
ん
夫
婦
に
7
月
23
日
に
誕
生
し
た
双
子
の

赤
ち
ゃ
ん
で
す
。
仲
子
さ
ん
は
、「
初
め
て
の

子
ど
も
が
双
子
で
戸
惑
い
も
あ
る
が
、
喜
び

も
二
倍
だ
と
思
う
。
祝
い
金
は
と
て
も
あ
り

が
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
和
村
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふるさと納税返礼品に安心サービス

　

8
月
28
日
、
大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
郵
便
局
（
日
本
郵
便
株
式
会

社
）と
の
協
定
締
結
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
郵
便
局
の
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
」

を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
す
る
こ
と
に
関
す
る
協
定
で
、
奄
美
群
島
で
初

め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　
「
郵
便
局
の
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
全
国
の
郵
便
局
が
実
施
す
る
高

齢
者
と
そ
の
家
族
の
安
心
安
全
の
た
め
に
、
郵
便
局
社
員
が
定
期
的
に
高
齢
者

宅
を
訪
問
し
、
生
活
状
況
を
ご
家
族
に
報
告
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
大
和
村
で

は
、
郵
便
局
と
協
定
を
結
び
、
大
和
村
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
方
が
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
返
礼
品
の
一
つ
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
対
象
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
者
の
親
御
さ
ん
が
、
村
内
に
居
住
す
る
場
合
で
す
。

　

大
和
村
内
で
は
、
大
和
局
と
名
音
局
の
局
長
や
社
員
が
ご
家
族
の
も
と
を
訪

れ
ま
す
。
訪
問
時
に
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
た
項
目
を
確
認
し
、
親
御
さ
ん

の
状
況
を
メ
ー
ル
で
報
告
を
受
け
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
離
れ
て
暮
ら
す

家
族
の
見
守
り
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
ま
で
名
瀬
与
儀
又
～
大
和
村
今
里
間

の
路
線
バ
ス
は
「
し
ま
バ
ス
」
が
運
行
し
て

い
ま
し
た
が
、
運
転
手
不
足
に
よ
り
10
月
1

日
か
ら
運
行
路
線
が
縮
小
さ
れ
大
棚
か
ら
今

里
の
区
間
が
一
部
運
行
停
止
に
な
る
こ
と
に

伴
い
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
を
損
な
わ

な
い
よ
う
、
村
で
は
「
大
島
タ
ク
シ
ー
」
に

委
託
し
代
替
運
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
名

瀬
行
き
の
朝
の
2
便
、
今
里
行
き
の
夕
方
の

2
便
は
こ
れ
ま
で
通
り
し
ま
バ
ス
が
運
行
し

ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
時
間
帯
は
大
島
タ
ク

シ
ー
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
（
写
真
）
が
運

行
し
ま
す
。
大
棚
で
の
乗
り
換
え
が
必
要
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

大棚でタクシーへの乗り換えを

Ａ５ランクの黒牛を 100 万円分　みしょーれ！

日本一の和牛を村民に

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
鹿
児
島
県
の
黒
牛
が
団
体
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
全
国
に
誇
る
鹿
児
島
黒
牛
の
実
力
を
生
産
地
の
住
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
伊
集
院
村
長
が
会
長
を
務
め
る
鹿
児
島
県
町
村
会
で
は
各
町
村
に
牛
肉
の

ふ
る
ま
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
県
町
村
会
の
単
独
事
業
で
、
各
町
村
へ
人

口
に
応
じ
て
1
０
０
万
円
か
ら
2
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

　

大
和
村
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
村
民
に
提
供
す
る
他
、
学
校
給
食
で
9
月
か
ら

12
月
ま
で
月
に
一
度
、
黒
牛
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
9
月
4

日
、
こ
の
日
の
学
校
給
食
は
黒
牛
を
使
っ
た
牛
丼
。「
い
つ
も
食
べ
て
い
る
牛
肉
と

違
う
。
味
が
濃
く
て
香
り
が
良
い
」、「
肉
は
苦
手
だ
け
ど
、
臭
い
が
き
つ
く
な
く

て
食
べ
や
す
か
っ
た
」
な
ど
賞
賛
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
や
む
な
く
中
止
と
な
っ
た
村
民
体
育
大
会
の
反
省
会
で
食
べ
て

も
ら
お
う
と
提
供
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
Ａ
５
ラ
ン
ク
の
牛
肉
は
、
大
和
ま
ほ
ろ
ば

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
人
気
商
品
で
あ
る
焼
肉
の
た
れ
と
一
緒
に
各
チ
ー
ム
の
代

表
者
に
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村
制
施
行
１
１
０
周
年
記
念
式
典
等
に
お

い
て
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
に
試
食
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
し
て
い
ま
す
。

地
元
産
の
牛
肉
を
食
べ
て
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

納税者の方が指定する親の家に、郵便局長や社員が、

毎月所定の日時に訪問。あらかじめ決めた 10 項目、

例えば「最近、食事は規則的にとっていますか」「よ

く眠れていますか」などを質問。

訪問時にいろいろな会話をし、その時の様子などを

写真撮影。その内容を指定のアドレスにメールで送

信。顔を合わせての会話を通して生活状況を確認す

る「フェイス　トゥ　フェイス」のサービスです。

郵便局のみまもりサービスとは…
伊集院村長と一緒に

奄美で育った牛も多い

見事なサシが入っていました肉もろたー！肉もろたー！

注：各チームに贈呈しているところです先生、おかわりください！
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ワキャシマの
マンディ

世界自
然遺産

をめざ
す

いきむん
　奄美群島は、渡り鳥たちにとって繁殖や越冬、あるいは渡り
途中の休憩のための重要な地域となっているため、1 年を通し
て多くの鳥が見られます。特に、8 月中旬頃から始まる秋冬の
渡りの時期には、北の地域から南に渡り越冬し、春になると北
へ帰っていく冬鳥や、渡りの途中に日本に立ち寄っていく旅鳥
をたくさん見ることができます。
　今年は例年より渡りの時期が早いように感じますが、その年
によって渡ってくる数の増減や飛来時期もずれがあります。こ
れは、繁殖地での繁殖がうまくいったのか、渡り時期の天候が
良かったのか悪かったのかなどで変わってきます。
　さて、今年は多くの冬鳥が奄美に訪れてくれるでしょうか。
去年はツグミがあまり見られませんでしたが、今年はどうでし
ょう。なかなか見られない珍鳥にも出会ってみたいですね。
　冬鳥の多くなる時期には庭が少しやかましいことや、大事な
果実に傷をつけられることも多々ありますが ･･･。温かい目で
見守りながら、どんな種類がやってきているのか、観察し調べ
てみるのも面白いですよ。
　

Vol. 20

　前回麻疹の話をしましたが、今度は風疹が流行っています。風疹は患
者さんの喉から排泄されるウイルスが飛沫することにより感染します。
感染から 14 〜 21 日潜伏期間の後、発熱、発疹、リンパ節腫脹などの症
状が出現します。症状がでない不顕性感染も、15% 程度存在します。
　治療については、発熱、関節炎などに解熱鎮痛剤が用いられますが、
特異的な治療法はなく、症状を和らげる対症療法のみです。基本的には
予後良好な疾患ですが、合併症により入院が必要になることがあります。
　風疹に伴う最大の問題は、感受性のある妊娠 20 週頃までの妊婦が感
染すると、感染が胎児におよび、先天異常を含む様々な症状を呈する先
天性風疹症候群が出現することです。男女ともがワクチンを受けて、ま
ず風疹の流行を抑制し、女性は感染予防に必要な免疫を妊娠前に獲得し
ておくことが重要です。
　かつては中学生の女子のみが風疹ワクチン定期接種の対象でしたが、
現在は MR（麻疹・風疹）混合ワクチンが 1 歳と小学校入学前 1 年間の
幼児（6 歳になる年度）の 2 回接種となっています。皆さん、これを機
に自身の風疹罹患歴や予防接種歴を、お母さんに聞くか母子手帳を見て
確認しましょう。

文／小川 信

文／奄美自然体験活動推進協議会　吉田明美
冬鳥の観察をしてみよう

第 9回

風疹について

　今年は台風が多いですね。台風の影響で停電し、冷蔵庫や洗濯機が使えないこ
とに不便を感じた方も多いのではないでしょうか。私はこの日、娘の布オムツを
手で洗いながら「物の価値は金額によらないなぁ」とふと思いました。
　例えば電気は、比較的安価で使用できますが、私たちの命を支えるほど生活に
必要不可欠です。ただ、当たり前に供給されているため使いすぎてしまい、有限
な資源の無駄遣いと、CO2 の発生による地球温暖化に繋がってしまっています。
さらに、海や作物を育む土などの自然も当たり前にそこにあります。だからつい
粗末に扱ってしまうことがありますが、その恩恵なくしては生きていけないこと
は言うまでもありません。つまり、その本当の価値を見直すと、私たちが生きて
いくうえで何を大切にするべきか分かってくるような気がするのです。
　逆に、安いからといって使い捨てている洋服や食品などは価値が低い訳ではあ
りません。価値を低くしてしまっているのは使用する人の気持ちなのだと思いま
す。
　さて先日、育てた米を脱穀するために教育委員会に協力をいただき摺り臼（ス
ルシ）で稲すりをしました。昭和 40 年代から使用されていないそうですが、ス
ムーズに左右に回転し、籾殻がちゃんと外れたことに驚きました。こういった農
具も、先人の知恵が詰まった非常に価値の高いものだと思います。

　「空き家調査」をさせて頂いております。概要調査は終了。一部の
空家では、立入り調査をさせて頂きました。管理者を探し出し撮影
の許可を頂く為に時間が掛かってしまいましたが、貴重な経験とな
りました。遠く離れていても大和村への思いがあり、有効活用に期
待を持たれ、快く協力を頂いたことに感謝を致します。空家のまま
では何も生みません。管理が疎かになると劣化が加速し、廃屋になっ
てしまい地域の方々には不安を持たせてしまいます。空家は人が住
むことで資産が生かされ、人も増えて、活気も溢れ、やがて集落の方々
にも大きなメリットになります。空家は持主様だけの資産ではなく、
地域にとっても重要な資産となるのです。移住希望者の多くから、「住
みたいけど住む家が無い」という嘆きを耳にします。問題解決には
役場だけではなく、多くの方々のご協力が必要不可欠です。
　地域の活性化は容易にはできず、多くの方の力が必要です。「ひと」
を活かす為には、人材育成が重要ですが中々育たず、多くの地域が
抱える大きな課題となっております。課題解決の第一歩として住む
家の確保が必要なのです。

物の値段と真の価値

ワンダー奄美

地域おこし協力隊　小海もも子の

Wonder Amami
第13回

地域おこし協力隊　

福永が取り組んでいる業務を

お伝えします！

地域おこし協力隊通信 第7回

海に沈む美しい夕日もプライ
スレス！ 体験や自由な時間
もお金に換算できません。

上から籾を入れて左右に回す
と、脇から殻が取れた玄米が
落ちてきます。感動しました。

奄美野生生物保護センター前の池に訪
れたオナガガモ（冬鳥）のオス。チョ
コレート色の頭とピンッと伸びた黒い
尾羽が特徴です。

奄美出身初のシンガーソングライター・平田 輝
さんによる、大和中学校での「ふれあい授業開
催」を人材育成の願いを込めて企画しました。
そのなかで平田さんと生徒達とが一緒に作った

「わんきゃの大和村ビューティフォ」は、多く
の方の協力によりひらとみ祭りで披露されるこ
とになりました。この企画に携わり、大和中で
は先生達の熱意のある指導で、子どもたちがの
びのびと成長していると思いました。いつの日
か、大和村の大切な人材となり貢献してくれる
ことでしょう。それまで活気のある大和村を維
持する必要があります。

平田輝さんと大和中の皆さん
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裁
判
員
候
補
者
・
検
察
審
査
員
候
補
者
に
つ
い
て

奨
学
資
金
・
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
の
「
裁
判
員
候
補
者
」
ま
た
は
「
検
察
審

査
員
候
補
者
」
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
県
民
の
中

か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
20
歳
未
満
を
除

く
）。
選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、
11
月
中
旬
こ
ろ
に

「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
又
は
「
検

察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き

ま
す
。国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度
で
す
。ぜ
ひ
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
合
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

□
問
合
せ
先

裁
判
員
：
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部　

裁
判
員
係

電
話 

０
９
９
（
２
２
２
）
７
１
５
７

検
察
審
査
員
：
鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

電
話 

０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
１
９

行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
登
記
、
年
金
、
道
路
、
社

会
福
祉
な
ど
行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
要
望
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？ 

　

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員
が
皆
様
の
相
談
相
手

と
し
て
、
役
場
の
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕
組
み
、
手
続
き

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係

行
政
機
関
に
対
す
る
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
や
電
話
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

相
談
内
容
は
他
人
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　

行
政
相
談
員　

三
田
文
麿

　

電
話 

０
９
９
７
（
５
７
）
２
３
８
７

　

女
性
を
巡
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相
談
に
は
、

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

□
実
施
機
関　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
・
鹿
児
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

□
実
施
期
間　

平
成
30
年
11
月
12
日
～
18
日

　

平
日　

午
前
8
時
半
～
午
後
7
時
、

　

土
日　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

□
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

□
問
合
せ
先　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

電
話 

０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
８
４

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

本
村
に
お
い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
高
等
学
校

及
び
大
学
等
へ
の
進
学
困
難
な
生
徒
に
対
し
て
学
資
を
貸

与
し
て
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
奨
学
資
金
の
貸

し
付
け
及
び
入
学
準
備
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
奨
学
生
の
資
格
】

　

本
村
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
者
の
子

ど
も
等
で
、
品
行
方
正
、
学
力
優
秀
で
学
資
の
支
弁
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

【
奨
学
資
金
貸
付
金
額
】

　

高
等
学
校
奨
学
生　
　
　
　
　
　
　

月
額
1
万
円

　

高
等
専
門
学
校
奨
学
生　
　
　
　
　

月
額
1
万
5
千
円

　

短
期
大
学
及
び
専
門
学
校
奨
学
生　

月
額
2
万
円

　

大
学
奨
学
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
額
3
万
円

【
入
学
準
備
金
】

　

短
期
大
学
（
専
門
学
校
を
含
む　
　

50
万
円
ま
で

　

大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
万
円
ま
で

※
た
だ
し
、
入
学
前
に
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
金
額
の

範
囲
内
と
す
る
。

【
入
学
前
の
資
金
交
付
】

　

入
学
前
に
入
学
金
又
は
授
業
料
等
の
納
入
が
必
要
で
あ

る
場
合
に
は
、
入
学
月
前
２
か
月
以
内
に
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
書
類
に
つ
い
て
は
、
規
則
に
定
め
る
書
類
に

加
え
合
格
通
知
書
等
合
格
を
証
す
る
書
類
を
提
出
。
入
学

後
に
在
学
証
明
を
改
め
て
提
出
す
る
こ
と
。

【
貸
付
の
期
間
】

　

貸
付
を
決
定
し
た
月
か
ら
貸
与
を
受
け
た
者
が
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
修
学
期
間
の
終
了
す
る
月
ま
で
の
期
間

【
資
金
の
返
還
】

　

卒
業
の
日
か
ら
起
算
し
て
６
ヶ
月
後
か
ら
、
下
記
の
期

間
内
に
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
で
返
還
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

○
奨
学
金

　

高
等
学
校　
　
　
　

６
年

　

高
等
専
門
学
校　
　

８
年

　

短
期
大
学　
　
　
　

６
年

　

大
学　
　
　
　
　
　

８
年

○
入
学
準
備
金

　

入
学
準
備
金　
　
　

５
年

□
問
合
せ
先

　

大
和
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　

電
話 

0
9
9
7
（
5
7
）
2
1
5
4

 
 

アマミノクロウサギは、世界中で奄美大島と徳之島の森だけに生息している、とても希少な動

物です。しかし一方で、毎年多くの個体が交通事故で死亡しているという悲しい現実もあります。

ゆとりのある運転を心がけ、生きものたちを思いやりましょう。

○大和村には、アマミノクロウサギが多く生息して

います。

○毎年 ～ 月頃に事故発生数が増加します。

○地図の要注意区間は、事故が起きやすいため、ア

マミノクロウサギが活動する夜間は注意し、特に

林道ではアマミノクロウサギが急に飛び出して

きても、すぐに止まれる速度で運転をお願いしま

す。

※ケガをしていたり、死んでいるアマミノクロウサ

ギを発見したら、下記までご連絡をお願いします。

《環境省奄美野生生物保護センター ℡： 》 
 

当該地域の多くは国立公園として指定されており、特別保護地区内では、すべての動植物の

捕獲・採取等が禁止されています。特別地域内では昆虫採集のためのトラップなどを設置する場

合は事前に許可申請が必要になりますのでご注意ください。また、国立公園区域の内外に関わら

ず、以下の法律と条令で指定されている希少種や天然記念物（以下の QR コードを参照）を許可

なく捕獲・採取等することは禁止されていますのでご注意ください。 
奄美大島に生息・生育する希少な動植物を守るため、ご理解とご協力をお願い致します。 

・種の保存法 
・鹿児島県希少野生動植物の保護に関する条例 
・奄美市 5 市町村希少野生動植物の保護に関する条例 
・文化財保護法 
・鹿児島県文化財保護条例 ①鹿児島県 ②奄美大島 市町村 

☆規制されている動植物の種類を、QR コードにアクセスして調べてみましょう。 
①法律や鹿児島県の条例で捕獲・採取等が禁止されている動植物

②奄美大島 市町村の条例で捕獲・採取等が禁止されている動植物

 

運転にはゆとりを、生きものたちには思いやりを。

～ 月はアマミノクロウサギ交通事故防止キャンペーン期間です！

希少種の保護にもご協力お願いします。 
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表 紙 写 真 の 紹 介

ひらとみ祭り恒例の舟こぎ大
会では、決勝戦に村内の 2 チ
ームが残るという白熱した戦
いとなりました。お疲れさまで
した！また来年も会場を盛り
上げてくれることを期待して
います。

こせきの窓

人 口　1,490 人（ △ 23）
男　　　728 人（△ 10）
女　　　762 人（△ 13）
世 帯  864 世 帯      （8）

8 月 31 日現在
（前年同月比）

大和村長のフォトダイアリー

　8 月 19 日（日）、東京で関東大和会が盛大に開催されま
した。大和村から勝山議長、政村総務課長、担当の後藤さ
んと私で参加させていただき、本村の取り組みや「西郷ど
ん」効果による島の状況等について報告をいたしました。
また、大和村の特産品を提供した抽選会は、大いに盛り上
がりました。
　さて、総会におきましては、写真にあります大和会女性
部の皆さんが『まほろば大和』の唄にあわせた自作の踊り
を披露されました。110 周年記念式典でもご披露いただこ
うとお願いもいたしましたので、ご当地ソングと華やかな
踊りで会場を盛り上げていただけることでしょう。

大和村長　伊集院 幼　

伊集院村長による連載のコーナーです。
写真と共に村長の活動を

報告いたします。

父 信さん　母 結実さん　（大棚）

保護者からコメント

　「一番やんちゃな四女です」

満
１
歳
お
め
で
と
う

島島
のの

父 京助さん　母 汐里さん　（国直）

保護者からのコメント

　「食べることとひまりお姉ちゃんが大好きです」

一
般
寄
付
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大和村村制施行
110 周年
記念式典

大河ドラマ「西郷どん」撮影地 宮古崎（奄美群島国立公園）

平成３０年 日月 （日）11 ２５ 

大和村体育館にて

奄美島唄ユニット

つむぎんちゅ 城 南海

出演決定！
大和村観光大使

13 時 30 分～


